
令和５年度 社会福祉法人 あぶくま福祉会 

事 業 報 告 

 

１. 概 要 

令和５年度の法人運営は、５月に５類に移行したとはいえ、昨年同様コロナ対策

を施しての運営となり、施設内でワクチン接種を行い、引き続き手洗い、うがい、

マスク着用等予防に努めた。メイン行事である「あぶくま祭」は４年続けて中止と

したが、各拠点区分ごとの事業は工夫しながら形を変えて行い、利用者に満足して

もらえるよう柔軟に対応した。 

また、災害や感染症対策として、義務化されている事業継続計画（BCP）を策定

し、今後の対応に備えた。 

社会福祉充実計画事業終了後も必要な設備投資を行ってきたが、基本的なハード

事業及び大型備品購入は全て終了し、個別送迎の充実とともに利用環境の整備に努

めてきた。 

地域社会の福祉施設として、広報紙により町内会に活動内容をお知らせし、公益 

的事業として地域の清掃活動に参加するなど理解を深めてもらうことに努めた。 

 

 

２. 基本理念 

   障がい者の特性を理解し利用者の人格を尊重して社会生活への適応や自立を支

援し、生活の質を高めるためのサービスの提供と地域社会で豊かな日常生活が営め

るよう援助して地域福祉の推進に努める。 

 

 

３. 事 業 

    第２種社会福祉事業      

          生活介護事業所 だての郷の運営 

就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所の運営 

共同生活援助事業所 スクラム（グループホーム）の運営 

          相談支援事業所 よつばの運営 

 

 

 



４、役員等 

 評議員 理 事 監 事 

定 数 ８～１２人 ７～１０人 ２人以上 

現 員 １０人 ７人 ２人 

 

 

５、主な事業 

 評議員会 

○開催日 令和５年６月 22日 

 報告  ・評議員の辞任について 

議案  ・令和４年度事業報告について 

・令和４年度決算報告について 

・理事、監事の選任（案）について 

 

○開催日 令和５年 12月７日 

議案  ・令和５年度補正予算（案）について 

 

  〇開催日 令和６年３月 26日 

   議案  ・令和５年度補正予算（案）について 

・令和６年度事業計画（案）について 

       ・令和６年度予算（案）について 

 

理事会 

○開催日 令和５年６月７日 

 報告  ・評議員の辞任について 

     ・理事長及び業務執行理事の職務執行状況について 

議案  ・令和４年度事業報告について 

・令和４年度決算報告について 

     ・理事、監事候補者の推薦（案）について 

       ・令和５年第２回評議員会（定時評議員会）の開催について 

 

  ○開催日 令和５年６月 23日 

   議案  ・理事長の選定について 

       ・業務執行理事の選定について 

       ・生活介護事業所だての郷の施設長の退任と新任者の選任（案）につい  

       て 



   

  ○開催日 令和５年 11月 28日 

   報告  ・理事長及び業務執行理事の職務執行状況について 

   議案  ・賃金支弁職員管理規則の一部改正について 

    ・令和５年度補正予算（案）について 

       ・令和５年第３回評議員会の開催について 

 

○開催日 令和６年３月 12日 

議案  ・令和５年度補正予算（案）について 

       ・令和６年度事業計画（案）について 

       ・令和６年度予算（案）について 

     ・令和６年第１回評議員会の開催について 

 

 苦情解決委員会 

  ○開催日 令和６年１月 30日 

   報告  ・令和５年度事故報告及びその内容について 

 

 

６、施設経営の重点項目 

利用者を主体として、職員と対等の人間関係を保ち、利用者のための支援者と 

して自覚を持ち、個々の特性を尊重した福祉の充実とサービスの向上を踏まえ事 

業の展開を図った。 

 また、コロナが５類に移行したとはいえ、昨年同様に行事等を工夫しての運営 

し、感染予防のため、施設でワクチン接種を行い、冬場のインフルエンザの流行 

も踏まえて、うがい、手洗い、消毒、マスクの着用、検温、加湿器の設置等の対 

策を行った。 

家庭生活においても、外出時はなるべく人混みを避け、感染対策を十分に行う 

よう、職員、利用者はもちろん、保護者にも注意喚起を行った。 

 

（1）支援体制の充実 

支援体制の充実を図るため，利用者主体のサービスの質的向上を目指してき 

た。また、土曜利用日として月１回の営業を実施した。 

令和３年度開設の相談支援事業所により、幅広いサービスの提供を行うとと 

   もに、送迎車輛による個別送迎の充実を図った。 

社会福祉充実計画終了後の大きな投資事業も終了し、安定したより良いサー 

ビス提供の環境を整えた。 



また、法人内に設置している虐待防止委員会、運営会議を開催し充実したサー

ビス提供に努めた。 

 

（2）支援内容の充実 

関係機関との連携を密にし、生活における自立を目指し支援を行った。 

    また、生産活動がやり易い環境を整えるとともに、引き続き感染対策を施し、 

施設での生活が充実したものになるように努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                                 


